
４月２９日 50MHz帯 Ｆ２層伝搬
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ゴールデンウイークの今日、午前中に家の周りの草刈りをした。

秋に刈って以来なので、それはそれは草ぼうぼう。

刈払い機にガソリンを入れて２時間ほど草を刈っては袋に詰める。

昼前に終わりシャワーを浴びて一休み。が、結構寝た。夕方起きて用事を済ませてまた寝る。

１９時少し前に目を覚ましてＨＦの各バンドを見て回るが、これといった所が入って来ない。

ならば 6m Bandは？っと 50.313MHzにＱＳＹする。

左は１０ｍから６ｍへＱＳＹしたウィンドウ。

時間表示は UTC。
６ｍは、ＪＡと中国が出てるな。

うん？ＪＡが FR4OOとＱＳＯしてる。

ＦＲ４？

と思いながら、つぎのピリオドを待つ。

FR4OO レユニオン島じゃん！

それと 3B8FA モーリシャス。

５０Ｍの長距離伝搬は長くは持たない。

19：00 JST そのままのアンテナですぐに RF4OOレユニオンを呼び始める。

モーリシャスとレユニオン、どちらを呼ぶかは直感で決める。

それが当たる時もあるし、外れる時もある。

送信中にローテーターの電源を入れて東向きのアンテナを南に回す。

方位は２４０度、西南西だ。

回し終わったら一旦送信を切り、ホイップアンテナからＨＢ９ＣＶに切り替える。

水平と垂直、どちらを使うか、これも直感。いつ信号が落ちるか分からないから

切り替えてモニターする時間が無い。。

ＤＸの偏波はゆがんでいるため水平でも垂直でもその偏波に合うほうを使うが、

送信時、垂直偏波のほうが打ち上げ角が低いと判断し、垂直偏波にする。

無線機から垂直 HB9CVまでのラインが間違いなく繋がっていることをチェックする。

19：01改めて送信開始。

19：01ワンコールでコールバックがある。

こちらの信号は+08dbで届いている。

すごい。

「R-11db」 のレポートを送る。

19 : 02 : 00 FR4OOより 「RR73」 が届く。

「73」 を送って交信成立。

モーリシャスは残念ながら逃した。

しかし、アフリカに属するレユニオンと

6mで交信出来て良かった。

このバンドの性格として、朝は東方面、

夜は西方面が要注意だ。

普段、ＤＸが出来ない 6m Band だからこそ

DXと交信できた時の嬉しさは格別だ。

今年あたりがサイクル 25のピークらしいので、6m Band で DXが出来るのもあと僅かの期間。



滅多に遠い所は入って来ないけれども、滅多に無い貴重な伝搬を楽しみたい。

2el HB9CV の 50Wでも FT8 なら飛んでくれるから嬉しい。

レユニオンとの交信時の 6m Band PSK Reporter 。

この後、５月１８日にはロドリゲス島、

６月１４日にはヨーロッパのクレテ島と交信。

この二つはかなり手こずったが、何とか交信成功。

これで世界七大陸の、残るは北米と南極。

難敵だが入感する日が楽しみ。

6m Band はトリッキーな楽しい Bandだ。
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